
入
さ
れ
た
。

一
方
、
東
北
地
区
に
お
い

て
も
官
民
連
携
の
下
、
交
通

事
故
防
止
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
東
北
運
輸
局
は
、
管
内

の
運
送
事
業
者
団
体
ら
と
連

携
し
て
事
業
用
自
動
車
の
事

故
防
止
対
策
を
推
進
す
る

「
東
北
地
域
事
業
用
自
動
車

安
全
対
策
会
議
」
を
７
月
に

開
催
し
た
。
東
北
地
域
お
け

る
30
年
度
ま
で
の
５
カ
年
の

事
故
削
減
目
標
を
定
め
、
事

業
者
団
体
と
連
携
し
て
実
施

す
る
重
点
施
策
を
審
議
し

た
。
30
年
ま
で
の
全
体
目
標

と
し
て
①
24
時
間
死
者
数
11

人
以
下
②
重
傷
者
数
88
人
以

下
③
人
身
事
故
件
数
５
５
５

件
以
下
④
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
―

を
掲
げ
て
取
り
組
む
。

ま
た
、
自
動
車
販
売
業
界

で
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
損
害

保
険
各
社
が
、
地
域
の
高
齢

者
な
ど
を
対
象
と
し
た
安
全

運
転
講
習
会
や
サ
ポ
カ
ー
体

験
会
を
積
極
的
に
開
い
て
い

る
。
特
に
サ
ポ
カ
ー
の
普
及

に
つ
い
て
は
、
県
や
県
警
察

本
部
交
通
部
も
有
効
な
交
通

事
故
防
止
対
策
と
し
て
重
視

す
る
向
き
が
あ
る
。
サ
ポ
カ

ー
の
普
及
に
向
け
て
、
衝
突

被
害
軽
減
を
支
援
す
る
パ
ー

キ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
ブ
レ
ー
キ

な
ど
、
安
全
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
を
周
知
す
る
場
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

の
致
死
率
は
、
着
用
時
と
比

較
し
て
高
い
。
さ
ら
に
自
転

車
と
歩
行
者
の
衝
突
事
故
は

近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、

歩
道
ま
た
は

横
断
歩
道
上

で
の
衝
突
事

故
が
約
６
割

を
占
め
て
い

る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の

中
、
交
通
ル

ー
ル
の
順
守

を

図

る

た

め
、
26
年
４

月

１

日

か

ら
、
自
転
車

に
つ
い
て
交

通
反
則
通
告

制
度
（
い
わ

ゆ
る
「
青
切

符
」
）
が
導

８
割
に
法
令
違
反
が
認
め
ら

れ
、
年
齢
別
で
は
65
歳
以
上

が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
死
者
の
約
半
数
が
頭
部

に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
る
ほ

か
、
自
転
車
乗
車
中
で
の
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時

同
運
動
推
進
要
綱
に
定
め

る
重
点
テ
ー
マ
の
趣
旨
と
し

て
、
１
つ
目
は
、
交
通
事
故

死
者
数
全
体
を
状
態
別
に
み

る
と
、
歩
行
中
の
割
合
が
最

も
高
く
、
う
ち
高
齢
者
が
約

７
割
を
占
め
、
特
に
秋
口
か

ら
年
末
に
か
け
て
、
夜
間
に

歩
行
中
の
交
通
事
故
死
者
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

２
つ
目
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
重
大
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
多
く
が
歩
行
者
事
故
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事

故
が
２
０
２
３
年
以
降
、
年

間
４
０
０
件
を
超
え
、
「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
が
要
因
の
死

亡
・
重
傷
事
故
も
20
年
以
降

年
々
増
加
し
て
い
る
。

３
つ
目
は
、
自
転
車
乗
車

中
の
交
通
事
故
死
者
数
の
約

特集

９
月
21
日
か
ら
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
10
日
間
の
運
動
期
間
中
は
、
歩
行
者
・
自
動

車
・
自
転
車
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
次
の
３
つ
を
重
点
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
。
①
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射
材
用
品

の
着
用
促
進
②
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲
酒
運
転
や
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
根
絶
③
自
転
車
・
特
定
小

型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
順
守
の
徹
底
―
。
そ
の
上
で
、
最
終
日
の
30
日
を
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
に
指
定
。
広
く
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

死
者
数｢

11
人
以
下｣

東
北
運
輸
局
が

30
年
ま
で
の
目
標

運転講習会やサポカー体験会

販売各社も積極的活動
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ここでは、東北各県の自動車販売業界で行われ
ている交通安全活動の一部を紹介する。各企業・
団体は、地域の自動車ユーザーと最も身近に接す
る立場から、交通事故防止への重要な役割を担う
べく、さまざまな取り組みを展開している。

東北 自動車業界の取り組み

て、「エコドライブ」の普及促進に取り

組んでいる。企業・事業所や行政・団体

向けにエコドライブ教室を毎年実施。エ

コドライブを「発進時は、アクセルをふ

んわり踏む」「車間距離は余裕を持ち、

速度にむらのない運転を心掛ける」など

のポイントで周知している。

日本自動車販売協会連合会（自販連）

山形県支部（髙橋修支部長）は、「交通

安全標語コンクール」を過去22回実施し

た。会員ディーラーの社員から

作品を募集し、これまで｢ＬＩ

ＮＥより もっと大事な 停止

線｣｢あわてない 早く着くより

無事に着く｣などが最優秀賞

に選ばれた入賞作品を掲載し

たポスターなどを作成し交通

安全を啓発している

また、山形県自動車公益セン

ター（小関眞一理事長）は、安

全で環境に優しい運転方法とし

青森県自動車会議所（小野大介理事長）

は2025年11月20日、青森市交通安全対策協

議会に10万円を寄付した。青森市役所で寄

贈式が行われ、岡田雅人中古車委員長（当

時）が西秀記青森市長に寄付金を手渡

し、感謝状が贈呈された。

寄付金は同会議所が24年11月と25年

５月に実施した中古車フェア｢新車デ

ィーラー中古車シン･見聞録｣の収益金

の一部を原資とした岡田中古車委員

長が｢交通安全対策のために使ってく

ださい｣とあいさつ西市長は｢貴重な

寄付をいただいた｣と謝意を述べた

このほかにも同会議所は、青森県交

通安全母の会連合会に20万円、弘前市

交通安全対策協議会と八戸市交通安全

対策協議会にそれぞれ10万円を寄付し

た。

ー実技体験講習会」を開催している。

同協議会は福島県自動車販売店協会

（同）、福島県軽自動車協会(大津信浩

会長)で構成。その会員ディーラーに

は、交通安全と交通事故抑止を目指す

「セーフティーアドバイザー」を多数委

嘱しており、ユーザーをはじめ職場、家

族、知人らに日頃の交通安全の重要性を

ＰＲしている。

講習内容はクルマの死角や適切な運転

姿勢など運転の基本確認から、スラロー

ム走行や急制動によるスムーズなハンド

ル操作や適切なブレーキ操作、滑りやす

い路面でのブレーキ操作など。実車体験

型のカリキュラムを通して、運転に関す

る知識や技能習得を学び、交通事故防止

のヒントや気付きも得ながら、より説得

力のあるアドバイスにつなげている。

実技体験を通して、より交通安全意識

を高め、多くの人に広めてもらおうと、

福島県自動車販売店交通安全推進協議会

（小室和人会長）は、二本松市のエビス

サーキットで「セーフティーアドバイザ

標語コンクールや
エコドライブ教室

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
室
を
毎
年
実
施

｢交通安全に役立てて｣
青森市に10万円を寄付

実技体験型のセーフティー
アドバイザー講習会

通安全のノボリ旗の売上金の一部などを充

てている。これまでに寄贈した浄財の累計

額は約796万円に上る。

今後も母の会とＪＵ秋田の会員･組合員

の願いであ

る交通事故

撲滅を目指

して活動を

継続する。

秋田県中古自動車販売協会・商工組合

（ＪＵ秋田、加藤満会長・理事長）は、

「全国交通安全運動」に合わせて、秋田県

交通安全母の会連合会に交通安全チャリテ

ィーとして浄財を毎年寄付している。子ど

もや高齢者の交通事故防止に向けた交通安

全運動・啓発活動に活用してもらおうと、

1990年から始めた。寄付は今年で38回目と

なる。

「自動車を扱う事業者の責務として、少

しでも交通安全に関わりをもって取り組み

たい」（加藤会長・理事長）との考えで、

36年間にわたって継続している社会貢献活

動だ。浄財は、会員・組合員が購入した交

交通安全チャリティー
浄財寄付活動 今年で38回目

全の啓発活

動に力を入

れている。

こ の ほ

か、秋田県

警の協力依

頼を受け、

高齢ドライ

バーを対象

に実車を使

った体験型

交通安全講

習会を30日

までに複数回開催する。会員ディーラー

も協力する。踏み間違い時加速抑制機能

などの予防安全装備を体感してもらうこ

となどで「安全運転サポート車（サポカ

ー）」の普及につなげる。

秋田県自動車販売店協会（辻良之会

長)と秋田県軽自動車協会(佐藤功会長）

は21～30日｢秋の高齢者交通事故防止キ

ャンペーン」を合同で展開する。アニメ

ーションで制作した高齢者向けの交通安

全啓発コマーシャルを、ＡＫＴ秋田テレ

ビで30本放送する。高齢者に横断歩道の

安全確認の重要性を訴えるとともに、ド

ライバーには高齢歩行者に配慮した運転

を心掛けるよう啓もうする内容だ。

近年、両団体で継続して行っている取

り組み。秋田県では、交通死亡事故の犠

牲者のうち半数以上が高齢者であること

から、広く県民と高齢者に向けた交通安

高齢者の事故防止へ
21日からキャンペーン展開

秋
田
県
で
は
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
が
喫
緊
の
課
題

だ
（
写
真
は
昨
年
10
月
２
日
に
八
郎
潟
町
で
行
っ
た
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
体
験
型
交
通
安
全
講
習
会
）

２
０
２
５
年
12
月
19
日
に
Ｊ
Ｕ
秋
田
で

行
っ
た
贈
呈
式
で
は
、
高
橋
伸
司
副
会

長
・
副
理
事
長
（
左
）
が
秋
田
県
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
に
浄
財
20
万
円
を

寄
贈
し
た

() 2 0 2 6年(令和8年)9月17・24日号
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